
 

 

 

商工中金との確定拠出年金事業に関わる業務提携について 

２０２０年１２月１１日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉 恭三）は、

金融機関として初めて、株式会社商工組合中央金庫（以下、商工中金）と、全国の中堅・中小企業への企業

型確定拠出年金制度の普及並びにお客さま本位の最良のサービス提供を目指し、2020 年 10 月 1日に業務提

携をしましたのでお知らせします。 

 

１． 背景・狙い 

近年、老後の資産形成に注目が集まる中、中堅・中小企業においても、人材確保を目的とした退職金・企

業年金制度などの福利厚生制度の充実、見直しのニーズが高まっています。その中で地域金融機関は、企業

年金制度の相談相手として最も身近な存在であり、期待されている役割は非常に大きく、地域のお客さまに

寄り添ったサービスを提供していくことも求められています。当社においても、行動指針の一つに「地域密

着」を掲げ、地方公共団体や地域金融機関が各地で進めている地方創生の取り組みへの支援を行っています。 

そのような中、2,000 件以上の企業型確定拠出年金制度を受託し、豊富な実績を持つ当社と、全国で約 7

万社を超える中堅・中小企業との取引がある商工中金が互いの強みを活かすことで、より多くの企業年金制

度のニーズに応えることが出来ると考えています。 

今般、上記背景を踏まえ、地域経済を支える中堅・中小企業の企業価値向上へ効果的に貢献できると判断

し、地域社会の発展に寄与することを目的として、商工中金との業務提携に合意しました。 

 

２． 業務提携の概要 

商工中金は、全国の中堅・中小企業が抱える課題解決のソリューションの一つとして、取引先企業に対し

企業型確定拠出年金制度のご案内をします。当社は、同制度の導入を希望する企業に対し、商工中金から紹

介を受け、具体的なプランの提案から導入までをワンストップでサポートします。両社は、この取組を通じ

て地域経済を支える中堅・中小企業の企業年金制度の構築を支援するとともに、そこに勤務する地域の方々

の老後資産形成に寄与していきます。 
 
＜提携の具体的な流れ＞ 

 

 

 

 

３． 今後の展開 

今後も全国の地域金融機関との業務提携を進め、多くの中堅・中小企業に対し「身近な金融機関」として

企業型確定拠出年金制度の導入サポートを行っていきます。また、同制度の導入企業へ更なる課題解決のソ

リューションとして損害保険会社のノウハウを活用し、自然災害への備え、事故の未然防止、ＢＣＰ策定支

援、リスクコンサルティングなどを提供していきます。 

以上 
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当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 


